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平成２６年度 第２回（後期）学校評価の結果について 

 
 広沢小学校では，毎年，７月と２月に保護者の皆様にご協力いただいた「学校評価・保護者アンケート」を軸に，児

童を対象として行なう実態調査「よりよい学校生活をめざして」，本校教職員を対象として行なう「学校評価・教職員ア

ンケート」を実施しました。保護者アンケートにつきましては今回も９６％を超える方々が回収にご協力いただきまし

た。ありがとうございました。 

 集計結果は下記の通りでした。今回は前期と後期の結果が比較できるようになっています。評価は， 

Ａ（よく出来ている）Ｂ（大体出来ている）Ｃ（あまり出来ていない）Ｄ（出来ていない）Ｅ（わからない）の５段階

になっています。（ただし，児童の評価は４段階） 

ここにあげた数字は，Ａ（よく出来ている）Ｂ（出来ている）を合わせたパーセントを示しています。 

 

保護者による評価 児童による評価 教職員による評価 

番

号 
評 価 項 目 

評 価 番

号 
評 価 項 目 

評 価 番

号 
評 価 項 目 

評 価 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 

1 学校の勉強がよ

く分かっている。 

８２ ８２ 1 学校の勉強がよ

く分かる。 

９３ ９１ 1 分かりやすい授

業を行ってい

る。 

100 100 

2 自分の思いや考えを

生き生きとノートや

プリントに書いてい

る。 

７４ ７５ 2 自分の思いや考えを

進んでノートやプリ

ントに書いている。 

８６ ８７ 2 丁寧にノート指

導をしている。 

９３ ９０ 

3 家庭で読書をし

ている。 

５２ ５５ 3 家で読書をして

いる。 

６６ ６７ 3 読書指導を充実

させている。 

９９ ９２ 

4 毎日家庭学習（宿

題）に進んで取り

組んでいる。 

８１ ８３ 4 毎日家で進んで

宿題に取り組ん

でいる。 

８８ ８５ 4 計画的に宿題を

出し，点検して

いる。 

100 100 

5 テストやプリント

の間違いを直す習

慣が身についてい

る。 

６１ ６７ 5 テストやプリント

は直しまでやりぬ

いている。 

８８ ８９ 5 テストやプリン

トの直しをさせ

ている。 

８８ 100 

6 学級だよりや学習

予定表を見て，学

習準備ができてい

る。 

８８ ８８ 6 学級だよりや学習

予定表を見て，学

習準備をしてい

る。 

９４ ９４ 6 学級の様子や学

習の準備がよく

分かる「学級だよ

り」「学習予定表」

を出している。 

100 ９２ 
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7 約束を守り，集中

して学習してい

る。 

 

７５ ７９ 7 約束を守り，集中

して学習してい

る。 

８９ ８６ 7 集中できる学習

環境を整えてい

る。 

100 ９２ 

8 日々の学校生活

を楽しいと感じ

ている。 

８７ ８５ 8 学校は楽しい。 ８９ ８８ 8 どの子も楽しい

学校生活が送れ

るようにしてい

る。 

100 100 

9 思いやりのある

温かい言葉を使

っている。 

７３ ７３ 9 やさしく丁寧な

言葉を使ってい

る。 

７９ ７８ 9 思いやりのある

温かい言葉使い

を指導してい

る。 

100 100 

 

10 仲間を大切にする気

持ちで学校生活を送

っている様子が感じ

られる。 

８１ ８６ 10 友だちを大切に

している。 

９８ ９８ 10 仲間を大切にし，好

ましい人間関係を育

てる学級づくりをし

ている。 

100 100 

11 日ごろからきま

りを守って行動

しようとしてい

る。 

８７ ８５ 11 いつもきまりを

守って行動しよ

うとしている。 

９２ ９２ 11 学校のきまり，

社会のルールや

マナーについて

指導している。 

１００ １００ 

12 自分から気持ち

のよいあいさつ

ができている。 

７７ ７４ 12 自分から気持ち

のよいあいさつ

ができるように

なっている。 

８５ ８８ 12 あいさつ指導を

すると共に，進

んで児童に声を

かけている。 

100 100 

13 早寝・早起きがで

き，時間を意識し

て生活できてい

る。 

７０ ６２ 13 早寝・早起きがで

き，時間を考えて

生活できている。 

７８ ７９ 13 早寝・早起きの指

導・啓発を行って

いる。 

100 100 

 

14 ゲームやテレビ視

聴の時間を決め，進

んで外遊びをして

いる。 

６６ ５５ 14 ゲームやテレビ視

聴の時間を決め，進

んで外遊びをして

いる。 

７７ ７８ 14 安全・健康に関心

を持つように指導

している。 

100 100 

15 好き嫌いなく食

事をしている。 

７６ ７８ 15 好き嫌いなく食

事をしている。 

７８ ８１ 15 学校・学級の仕

事を進んででき

るよう指導して

いる。 

100 100 

 

 

 



 - 3 - 

１ 学校評価アンケートの分析・考察 

 

◇分析 ＜児童による評価＞ 

 ・児童の評価では前期と比較すると，④・⑦・⑧・⑨の項目でプラス評価が下がりました。 

  ④毎日家で進んで宿題に取り組んでいる。（８８％→８５％） 

  ⑦約束を守り，集中して学習している。（８９％→８６％） 

  ⑧学校は楽しい。（８９％→８８％） 

  ⑨やさしく丁寧なことばを使っている。（７９％→７８％） 

   

 ・９０％を超える高い評価となっている項目は下記の通りです。 

① 学校の勉強がよく分かる。（９１％） 

⑥学級だよりや学習予定表を見て，学習準備をしている。（９４％） 

⑩友だちを大切にしている。（９８％） 

⑪いつもきまりを守って行動しようとしている。（９２％） 

 

◇考察 

どの項目も若干の変化はあるももの，大きなアップやダウンはありませんでした。全体的に見ると，学校生活を規

則正しく，また楽しく過ごしているようです。しかし，ＣやＤと評価した児童がいることについては重く受け止め，

指導や支援を続けていきたいと思います。 

 

◇分析 ＜保護者による評価＞ 

・保護者の評価では前期と比較すると，⑧・⑪・⑬・⑭の項目でプラス評価が下がりました。 

また，残念ながら９０％を超える高い評価が得られた項目はありませんでした。 

⑧日々の学校生活を楽しいと感じている。（８７％→８５％） 

⑪日ごろからきまりを守って行動しようとしている。（８７％→８５％） 

⑬早寝・早起きができ，時間を意識して生活できている。（７０％→６２％） 

⑭ゲームやテレビで視聴の時間を決め，進んで外遊びをしている。（６６％→５５％） 

 

 ・前期よりもプラス評価がアップし，比較的高い評価をいただいたのは，④・⑩・⑮の項目でした。 

  ④毎日，家庭学習（宿題）に進んで取り組んでいる。（８１％→８２％） 

  ⑩仲間を大切にする気持ちで学校生活を送っている様子が感じられる。（８１％→８６％） 

  ⑮好き嫌いなく食事をしている。（７６％→７８％） 

 ※⑥学級だよりや学習予定表を見て，学習準備ができている。（前・後期とも８８％） 

 

◇考察 

  ⑬，⑭を除いて，大きくダウンした項目はなく，前期と比べても全体としては保護者の方の評価には大きな違いは

見られません。しかし，９０％以上のプラス評価がないということは重く受け止めないとなりません。教師がどんな
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ことをしたかでなく，どんなことができたかで自己の取組を振り返り，指導力を高めることが必要だと感じています。

そのためには，『目指す子ども像』に迫るための『目指す教師像』を常に意識し，児童や保護者の方の思いをしっかり

と受け止めて学級経営をしていきたいと思います。 

 

◇分析 ＜教職員による評価＞ 

・教職員の評価では前期と比較すると，②・③・⑥・⑦の項目でプラス評価が下がりました。 

②丁寧にノート指導をしている。（９３％→９０％） 

③読書指導を充実させている。（100％→９２％）                

⑥学級の様子や学習の準備がよく分かる「学級だより」「学習予定表」をだしている。（100％→９２％） 

⑦集中できる学習環境を整えている。（100％→９２％） 

 

 ・前期より，Ａ評価「よくできている」が下がった項目は，①・②・⑤・⑥・⑦・⑧・⑨でした。 

 

◇考察 

③・⑨・⑫・⑬・⑭・⑮の項目については，教職員が高い評価をしているにも関わらず，児童・保護者とも低い評

価となりました。 

  本来，「わりやすい授業をする」「学校が楽しい」，「きまりを守る」，「丁寧な言葉づかいをする」，「あいさつをしっ

かりとする」などは，「よくできている」と評価できないといけない項目であり，「だいたいできている」という評価

が多くなったり，児童や保護者の方から「そうではない」と評価されたりしてはならないことです。教師が自分を厳

しく見つめた結果かも知れませんが，今一度，教職員一人一人が自分の取組を振り返り，指導方法を工夫・改善し，

指導力を向上させていく必要があります。そして，自信をもって「よくできている」と言い切れるようにしていきた

いと考えています。 

③の「読書指導を充実させている」については，学校での取組が家庭の中で，まだまだ実践できていないことがわか

ります。前期の学校評価でも，教職員は児童が興味・関心を持つような取組を行っているけれども，保護者・児童

は十分でないという評価となっていました。今後も，さらに読書の楽しみや大切さを気づかせ，自分から進んで読

書できる児童を育てていく読書指導を実践していくことが大切だと感じています。 

  ⑬・⑭・⑮については，基本的の生活習慣は家庭の協力なしには身に付きません。今回の学校評価の実施時期を考

慮してもまだまだ十分とは言えません。幸い保護者の方には本校の保健指導や健康教育に深いご理解をいただき，ま

た様々な面でご協力いただいています。今後も，これまでの学校の取組を積極的に広めながら，お子たちと一緒にな

って取り組んでいただけるようお願いしていきたいと思います。  

 

２ 後期に，「成果が見られる」と判断された項目 

（※保護者，児童，教職員のすべてで評価が上がった、または評価が高かった項目） 

 

◇友だちを大切にしている ⑩ 

  保護者（８１％→８６％），児童（前・後期９８％），教職員（前・後期１００％）という結果でした。本校では毎

月「ハッピーデー」を設定し，《友達のよいところを見つけよう》《命を大切にしよう》などその月のテーマを明確に
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して取組を進めると同時に，前月の「振り返り」を行いながら，一人一人の子どもたちが自分自身と向き合う時間を

大切にし，自尊感情や自己有容感と高める取組をしてきました。また，学級経営においても，前期の取組をさらに充

実させるために朝の会や終わりの会の中で，また学級指導や道徳の学習の中で，一人一人を徹底的に大切にする指導

に努めてきました。毎日の一つ一つの積み重ねの成果の表われだと思います。 

 

◇好き嫌いなく食事をしている ⑮ 

  保護者（７６％→７８％），児童（７８％→８１％）という結果でした。 

本校では，今年度も健康教育にも焦点を当てた取組を推進してきました。健康は夢や希望に向かうための最も基本

となる資源であると捉え，「食育」もその中の一つと考えています。担任や栄養教諭の指導以外にも講師の方を招いて，

いろいろな人から子どもの「食」を見てもらうことで「食」の大切さ気づかせてきました。その結果，子どもの好き

嫌いをなくすサポートにつながり，子どもがそれぞれに抱えている課題の克服に効果的であったと思います。また，

給食委員会の活動として，「豆つまみ大会」や「牛乳パックつめ」，「調理員さんへの感謝の言葉」などの取組を行って

きました。学校生活の中で，「食」に興味・関心を持ち，感謝する気持ちを大切にしてきた結果だと思われます。 

このように子どもたちが主体的に「食」に関わることはとても大切なことで，今後も子どもたちの主体的な活動を

より良いものになるようにしていきたいと思います。 

 

３ 学校運営協議会での主な意見 

   ○学校でのいろいろな活動や取組を通して，弱さの見られる部分を育ていっていただきたい。来年度も広沢の子ど

もたちのために地域・保護者ができることについては遠慮なく申し出てほしい。大いにバックアップしていきたい。 

   ○学校だけでは不十分な部分は，学校運営協議会としても保護者に積極的に働きかけていきたい。 

   ○挨拶については，先生方が声かけ運動に参加されたり，児童会のあいさつ運動などを考えたりしてもよいので

はないか。しかし，家庭でもしっかりとあいさつができるように保護者がしつけていくことがまず大切だと思う。 

４ 次年度への課題 

  児童，保護者，教職員のそれぞれの評価とも，前期の学校評価と比べるとそう差異がない結果となりました。しか

し分析にも挙げさせていただきましたが， 

●保護者の方のプラス評価が９０％を超えていないということ 

●読書に対する姿勢，意欲がまだまだ十分でないこと 

●悩みや不安を抱えながら学校生活を送っている子どもたちがいること 

●自分から進んで挨拶ができていないこと 

など，課題として残っていることはあります。 

 今回の学校評価を受けて，今一度，教職員は自分の取組を真摯に振り返り，改善しなければいけないことについて

は責任を持って対処しきたいと思います。そして，児童・保護者の方の思いをしっかりと受け止め，すばらしい子供，

すばらしい学校，すばらしい地域を目指していきたいと思います。 

 保護者，地域の皆様方，今後とも子どもたちを温かく見守っていただきますとともに，導いていただきますようよ

ろしくお願いいたします。 


